
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「会津レクリエーション公園」での有効な利活用方策を考える第３回目の

「会津レクリエーション公園利活用懇談会」を開催しました。 

今回は、第２回目で作成された「利活用カレンダー」を踏まえ、実施でき

そうなイベントを行う上での実施上の課題について話し合いました。 

平成２２年３月３日 福島県会津若松建設事務所 発行

『第３回 会津レクリエーション公園利活用懇談会』を開催しました！！ 

Vol.３ 

第３回会津レクリエーション公園利活用懇談会の開催概要 

【利活用懇談会のスケジュール】 

第 1 回利活用懇談会 

(H21年 12月 7日) 

会津レクリエーション公園でど

んなことができるかを考えます。

第 2 回利活用懇談会 

(H22年 1月 18日) 

会津レクリエーション公園で必

要な取り組みについて、年間スケ

ジュール表を作成します。 

第 3 回利活用懇談会 

(H22年 2月 15日) 

具体的なイベントについての実

施上の課題などについて考えま

す。 

お問い合わせ先 

福島県 会津若松建設事務所 企画調査課 （担当：福島） 

〒965-8501 福島県会津若松市追手町7-5   Tel：0242-29-5455 Fax：0242-29-5459 

※会津レクリエーション公園に関すること、懇談会に関することなどについてご意見やアイディアをお持ちの方は、お

気軽に下記お問合せ先までご連絡ください。 

【日   時】平成 2２年 2 月１5 日（月）13：30～16：00 

【場   所】会津若松市 湊公民館 

【参 加 者】地元活動団体、NPO 法人、地域住民、行政関係者など計１7 名 

【検討テーマ】「具体的なイベント等についての実施上の課題を考える」 

※懇談会での主な意見は裏面でご紹介します！ 

■利活用懇談会の様子 （2 班） ■利活用懇談会の様子 （３班） ■第３回利活用懇談会の様子 （1 班） 

■２班の発表の様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

懇談会で議論されたイベントと実施上の課題 

◎会津レクリエーション公園で実施できそうな具体的なイベントについて、話し合いを行いました。 

○ イベント(案)：ウォーキング（歴史探訪ウォーキング、ノルディックウォーキング） 

 開催場所(コース）：・公園内の利用（公園内でのコース設定） 

・公園から周辺施設を巡るコースの設定（公園→第二発電所→慧日寺

→南ヶ丘牧場→天鏡閣→十六橋水門→公園） 

 開催日：・県民の日（天鏡閣などの施設の無料開放に併せて開催、「自然、文化、歴史を見

つめなおす」ウォーキング） 

・既存のイベントであるレイクサイドウォークやトライアスロンと棲み分けでき

る日程を設定 

・四半期（春・夏・秋・冬）ごとの開催 

 地域の役割：チェックポイントでの案内や地域の PR、宿泊施設の提供など 

○ その他のイベントに関するアイディア 

 秋の収穫祭レクリエーション祭り（会津レクリエーション公園特化型のイベント） 

 山桜めぐり（会津レクリエーション公園と他施設と連携するイベント） 

 循環型プロジェクト(ex.菜の花プロジェクト(見学会､つぼみ試食会など)) 

 複合的なイベントへの展開を図る（コンサート、花火大会、勉強会・観察会など） 

○ イベント等の運営上の課題 

 公園やイベントの運営管理を民間に任せる、年間を通じた運営委員会を設置する 

 サポーターによるガイドの実施、「サポーターズクラブ」の組織化とイベントの主催の実施

 人材育成や登録システムの整備を図る、人的ネットワークの形成を図る 

 パンフレットやガイドブックを充実させ、公園でできることなどを PR する 

○ イベント等を実施する上での公園施設上の課題 

 モデルコース整備、コース案内や消費カロリー等の表示板の整備が必要 

 食堂や物販施設の整備 

 周辺地域を結ぶ施設（国道 49 号の歩道）などの整備 

今後のスケジュールについて 

 「会津レクリエーション公園利活用懇談会」は 4 回の予定でスタートしましたが、今回の懇談会で公園の具体的

な利活用方策として上記の通りとりまとめに至りました。そこで、参加者の皆さまにご意見を伺った上で、今回で懇

談会は終了させていただくことになりました。 

今回の成果を踏まえ、県としても次年度でのイベントの実現に向けて、具体的な検討を進めて行きたいと思います。


